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要約　近年の地球温暖化防止の技術のひとつにヒートポンプがあり、そのなかのエコキュートという給
湯用ヒートポンプは、現在、家庭・事業所に普及しつつある。ただ、新規に給湯設備を設けるには比較
的導入はしやすいが、既存設備を使っている中で、省エネ性と採算性を両立させての給湯用ヒートポン
プ導入には障害が多い。障害となる事象は、給湯の需要特性、設置場所、既設給湯の状態など様々であ
る。このため、既存設備と給湯用ヒートポンプの双方の特性を十分に把握したうえで、その現場にマッ
チングさせる工夫が必要である。これには、メーカーカタログ（設備単体能力）だけに頼るのではなく、
エネルギー管理の基本原理を踏まえて考えることが重要である。また、採算性評価も、キャッシュフロー
を使った正味現在価値で判断することも有効である。今回の提案は、既存の大型給湯設備に給湯用ヒー
トポンプを導入するための一つの解決策を示している。

1．　はじめに

　JT 東海工場は、静岡県磐田市において 1979 年に操
業し、紙巻たばこ等を生産している。生産本数は年
により変化しており、2012 年度は 260 億本生産した。
一方、消費者志向の多様化により、少量多品種化が進
んでおり、同年度は約 70 種類を生産した。

　省エネ活動については、工場操業時に施行された省
エネ法とともに進めているが、2004 年に ISO14001 を
取得したほか、近年の地球温暖化防止の強化にあわせ、
二酸化炭素低減を進めている。

　省エネ活動では、いろいろな成果を上げているが、
最近では、昨年の夏季ピーク電力の低減要請対応とし
て、政府目標の 5％を遥かに上回る 17％の低減を達成
し、契約電力低減に結びつけた。
　このたび、長年にわたる省エネ活動が評価され、今
年 6 月に、静岡県地球温暖化防止活動知事褒賞を受賞
することができた。
　取組活動は、空調制御の最適化、高効率ターボ冷凍
機の導入、インバータの活用、照明の LED 化などが
あるが、近年は、先進の技術として、同期モーターに
よるインバータ制御、冷熱源の総合効率向上策、ワッ
シャー式空調の噴霧水滴の最適化なども進めている。

表 1　工場の概要

図 1　工場外観

図 2　生産量とCO2 排出量


